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日
本
は
少
子
超
高
齢
人
口
減
少
社
会
に
突
入
し
、

医
療
改
革
は
単
独
で
は
な
く
、
社
会
保
障
制
度
改

革
と
し
て
取
り
組
ま
れ
て
き
た
が
、
そ
う
し
た
中
、

2
0
2
0
年
か
ら
の
C
O
V
I
D
︲
19
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
は
日
本
医
療
の
多
く
の
課
題
、
特
に
医
療
Ｄ

Ｘ
の
遅
れ
を
顕
在
化
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
「
医
療
改
革
」
で
は
な
く
、
デ
ジ

タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
る
「
医
療
変
革
」
と
い

う
パ
ラ
ダ
イ
ム
転
換
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ

で
は
そ
の
背
景
、
意
義
、
経
緯
、
新
価
値
創
造
、

課
題
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

１
．医
療
Ｄ
Ｘ
の
背
景

　

我
が
国
は
、
1
9
6
1
年
以
降
、
国
民
皆
保
険

制
度
を
通
じ
て
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
平
均
寿
命
と

保
健
医
療
水
準
を
実
現
し
た
。
国
民
は
す
べ
て
公

的
医
療
保
険
に
加
入
し
、
誰
も
が
全
国
の
医
療
機

関
で
同
じ
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。
特
に

フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
は
世
界
で
高
く
評
価
さ
れ
、
今
、

世
界
が
注
目
し
て
い
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ヘ
ル
ス

・
カ
バ
レ
ー
ジ
（
全
て
の
人
が
適
切
な
予
防
、
治
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医療DXで変革する
医療サービス

療
、
リ
ハ
ビ
リ
等
の
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
、
支

払
い
可
能
な
費
用
で
受
け
ら
れ
る
状
態
）
を
国
民

は
当
然
の
権
利
と
し
て
甘
受
し
て
い
る
。
し
か
し
、

超
高
齢
化
に
加
え
て
、
患
者
が
医
療
機
関
を
自
由

に
選
べ
る
の
に
対
し
、
医
療
機
関
間
で
は
患
者
の

医
療
情
報
が
共
有
で
き
な
い
た
め
、
医
師
の
診
療

上
の
制
限
や
、
重
複
投
薬
・
検
査
等
の
問
題
が
生

じ
、
医
療
費
増
加
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

C
O
V
I
D
︲
19
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
り
顕
在

化
し
た
我
が
国
の
保
健
・
医
療
・
介
護
情
報
の
共

有
シ
ス
テ
ム
の
欠
如
は
、
自
国
を
医
療
先
進
国
と

信
じ
て
い
た
国
民
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。
感

染
者
数
や
入
院
者
数
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
等
の
医
療

情
報
は
、
国
民
へ
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
届
か
ず
、
検

査
は
受
け
ら
れ
ず
、
受
診
や
入
院
が
で
き
ず
に
自

宅
で
亡
く
な
ら
れ
る
方
も
あ
っ
た
。
こ
れ
も
医
療

Ｄ
Ｘ
の
遅
れ
の
表
れ
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

2
0
0
2
年
に
は
、
厚
生
労
働
省
「
保
健
医
療

分
野
の
情
報
化
に
む
け
て
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
」
が
策
定
さ
れ
、
当
初
06
年
ま
で
に
電
子
カ
ル

テ
普
及
率
6
割
以
上
を
想
定
し
て
い
た
が
、
20
年

で
も
4
0
0
床
以
上
の
病
院
で
9
割
を
超
え
る
も

の
の
、
全
体
で
は
約
5
割
に
止と
ど

ま
っ
て
い
る
。
ま

た
、
デ
ー
タ
の
標
準
化
な
ど
の
基
盤
整
備
も
進
ん

で
い
な
い
。
16
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済
協
力
開
発

機
構
）
の
報
告
で
は
、
日
本
の
医
療
情
報
の
活
用

お
よ
び
研
究
利
用
へ
の
電
子
カ
ル
テ
の
準
備
状
況

が
大
き
く
遅
れ
て
い
る
（
図
❶
）。
欧
米
諸
国
の

一
部
で
は
小
さ
な
診
療
所
で
も
電
子
カ
ル
テ
が
普

及
し
、
す
で
に
個
人
の
健
康
・
医
療
・
介
護
に
関
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図❶　電子カルテの世界と日本の状況

上図の「データガバナンスの準備状況」は電子医療記録（EMR）データを二次利用した国の
取り組み等、「技術的および運用上の準備状況」は 70% 以上の普及率、ミニマムデータセッ
トの定義、標準コードを使用した構造化等。
出所：（上図）HCQI Survey of Electronic Health Record System Development and Use, 2016。

（下図）医療施設調査（厚生労働省）の「電子カルテシステム等の普及状況の推移」を元に Medical 
Excellence JAPAN にて作図

日本の電子カルテの普及率の推移
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電
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カ
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Ａ
Ｎ
四
次
元
医

療
改
革
研
究
会
で
は
、

「
電
子
カ
ル
テ
改
革
」

を
政
府
に
提
出
し
、
12

月
に
は
日
本
経
済
新
聞

と
の
共
催
で
「
医
療
Ｄ

Ｘ
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
た
。
22
年
2
月

に
自
由
民
主
党
社
会
保

障
制
度
調
査
会
と
デ
ジ

タ
ル
社
会
推
進
本
部

「
健
康
・
医
療
情
報
シ

ス
テ
ム
推
進
合
同

P
T
」
が
設
置
さ
れ
、

5
月
に
は
「
医
療
Ｄ
Ｘ

令
和
ビ
ジ
ョ
ン
2 

0�

3 

0
」
が
ま
と
め
ら
れ

す
る
情
報
で
あ
る
Ｐ
Ｈ
Ｒ
（
個
人
健
康
記
録
：

P
ersonal H

ealth R
ecord

）
や
新
た
な
医
療
ビ

ッ
グ
デ
ー
タ
の
二
次
利
活
用
に
よ
る
Ａ
Ｉ
創
薬
の

時
代
に
突
入
し
て
い
る
。

２
．医
療
Ｄ
Ｘ
の
意
義

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ
」
に
つ
い
て
、
医
学
医
療
界
で
も

未
だ
そ
の
内
容
と
意
義
に
つ
い
て
、
十
分
に
認
識

さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
そ
も
そ
も
Ｄ
Ｘ 

（D
igital T

ransform
ation

）と
は
、
2
0
0
4
年

に
ス
ト
ル
タ
ー
マ
ン
に
よ
り
提
唱
さ
れ
た
、
Ｉ
Ｔ

に
よ
り
社
会
や
生
活
を
変
化
さ
せ
る
と
い
う
概
念

で
あ
り
、
医
療
Ｄ
Ｘ
は
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
な
ど
デ
ジ

タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
て
、
医
学
医
療
領

域
に
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
医
療
変
革
を
も
た

ら
す
こ
と
で
あ
る
。
我
が
国
の
医
療
制
度
（
国
民

皆
保
険
制
度
と
医
療
提
供
体
制
）
は
多
く
の
改
革

が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
少
子
超
高
齢
人
口
減
少
と

医
療
費
増
加
と
い
う
課
題
を
抱
え
る
今
、
求
め
ら

れ
て
い
る
の
は
、
21
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
ジ

タ
ル
社
会
に
お
け
る
医
療
制
度
の
変
革
で
あ
り
、

今
年
は
そ
の
大
変
革
の
始
ま
り
と
言
え
る
。

３
．医
療
Ｄ
Ｘ
元
年
と

社
会
実
装
の
第
一
歩

　

我
が
国
に
お
け
る
医
療
変
革
の
一
丁
目
一
番
地

デ
ー
タ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
準
備
状
況
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図❷　医療DXによる新価値創造と社会変革
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＊HL7FHIR（Fast Health-
care Interoperability 
Resource）： 医 療 情 報
交換のための新しい標
準規格

た
。
日
本
の
医
療
分
野
の
情
報
の
あ
り
方
を
根
本

か
ら
解
決
す
る
た
め
、
①
「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
の
創
設
、
②
電
子
カ
ル
テ
情
報

の
標
準
化
（
全
医
療
機
関
へ
の
普
及
）、
③
診
療

報
酬
改
定
Ｄ
Ｘ
の
3
つ
の
取
組
を
同
時
並
行
で
進

め
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
あ
る
。
自
民
党
政

務
調
査
会
の
提
言
を
経
て
、
6
月
7
日
に
は
「
経

済
財
政
運
営
と
改
革
の
基
本
方
針 

2
0
2
2
」

（
骨
太
の
方
針
）
に
明
記
さ
れ
、
9
月
に
厚
生
労

働
省
「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
推
進

チ
ー
ム
」、
10
月
に
総
理
を
本
部
長
と
す
る
「
医

療
Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
た
。
22
年
は
ま

さ
に
「
医
療
Ｄ
Ｘ
元
年
」
と
な
っ
た
。

　

23
年
6
月
2
日
に
は
、
第
2
回
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進

本
部
が
開
催
さ
れ
、「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
す

る
工
程
表
」
が
公
表
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
全
国

医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
ベ
ー
ス

に
し
た
医
療
情
報
等
の
共
有
や
、
電
子
カ
ル
テ
情

報
の
標
準
化
な
ど
を
含
め
た
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
実
現

に
向
け
た
具
体
的
な
工
程
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、

同
月
16
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運
営

と
改
革
の
基
本
方
針 

2
0
2
3
」
で
は
、
医
療

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
政
府
を
挙
げ
て
具
体
的
な
工

程
を
確
実
に
実
現
す
る
と
い
う
、
国
の
不
退
転
の

決
意
が
示
さ
れ
て
お
り
、
23
年
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の

社
会
実
装
の
第
一
歩
の
年
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

４
．医
療
Ｄ
Ｘ
の
新
し
い
価
値
創
造

　

私
は
、
医
療
Ｄ
Ｘ
は
「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
り
新

し
い
価
値
を
創
造
し
、
国
民
の
生
老
病
死
を

癒
や
し
・
救
い
、
豊
か
で
幸
福
な
社
会
へ
変

革
す
る
こ
と
」
と
考
え
て
い
る
。「
医
療
Ｄ

Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ
ン
2 

0
3 

0
」
に
お
け
る
、

実
現
可
能
な
新
た
な
価
値
創
造
に
つ
い
て
述

べ
る
（
図
❷
）。

⑴
「
診
療
時
の
情
報
フ
リ
ー
ア
ク
セ
ス
」

　

全
国
の
医
療
機
関
に
電
子
カ
ル
テ
が
普
及

し
、
2
0
3
0
年
に
は
、
基
本
的
な
診
療
情

報
の
共
有
は
す
べ
て
の
医
療
機
関
間
で
可
能

に
な
る
と
期
待
さ
れ
る
。
患
者
・
国
民
が
国

内
す
べ
て
の
医
療
機
関
で
、
診
療
に
必
要
な

基
本
情
報
を
共
有
し
、
最
適
な
診
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
、
言
う
な
れ
ば
、

厚
生
労
働
省
で
定
め
ら
れ
た
基
本
情
報
（
傷

病
名
、
ア
レ
ル
ギ
ー
・
感
染
症
・
薬
剤
禁
忌

・
検
査
・
処
方
情
報
の
6
情
報
と
診
療
情
報

提
供
書
・
退
院
時
サ
マ
リ
ー
等
の
3
文
書
）

の
ク
ラ
ウ
ド
型
標
準
電
子
カ
ル
テ
を
義
務
化

し
、
さ
ら
に
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
保
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
拡
充
し
た
全
国
医
療
情
報
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
創
設
と
Ａ
Ｐ
Ｉ
（
注
１
）
で
接
続

可
能
な
情
報
交
換
の
基
盤
整
備
を
行
う
。
医

療
機
関
内
外
の
み
な
ら
ず
、
薬
局
や
介
護
施

設
と
の
基
本
情
報
の
共
有
と
連
携
も
可
能
と

な
る
。 

医
療
機
関
・
薬
局
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
シ
ス
テ
ム
導
入
は
23
年
4
月
か
ら

原
則
義
務
化
さ
れ
る
た
め
、
今
後
、
個
人
情

報
の
確
保
と
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
―
の
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の
医
療
情
報
を
匿
名
加
工
し
、
医
療
分
野
の
研
究

開
発
で
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
（
次
世

代
医
療
基
盤
法
）
が
成
立
し
た
。
20
年
の
個
人
情

報
保
護
法
改
正
時
に
「
仮
名
化
情
報
」
が
新
設
さ

れ
、
23
年
6
月
に
次
世
代
医
療
基
盤
法
改
正
で
も

仮
名
加
工
情
報
が
承
認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
個

人
情
報
の
二
次
利
用
に
伴
う
要
件
が
緩
和
方
向
へ

整
備
さ
れ
て
い
る
。

　

今
後
、
研
究
機
関
や
民
間
企
業
に
よ
る
二
次
利

活
用
拡
大
に
よ
り
、
臨
床
研
究
と
、
新
薬
・
医
療

機
器
等
の
研
究
開
発
や
市
販
後
調
査
等
が
迅
速
化

さ
れ
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
促
進
が
期
待
さ
れ
る
。

⑷
地
域
医
療

　

我
が
国
は
、
1
9
7
0
年
以
降
、
急
速
に
高
齢

化
が
進
み
、
21
世
記
に
は
高
齢
社
会
（
高
齢
化
率

14
％
超
）
に
突
入
し
た
。
2
0
2
5
年
問
題
（
団

塊
の
世
代
が
75
歳
）、
2
0
3
5
年
問
題
（
高
齢

化
率
30
％
超
）
を
控
え
、
医
療
や
介
護
な
ど
の
需

要
が
急
増
し
、
社
会
保
障
が
ひ
っ
迫
す
る
と
予
測

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
05
年
以
降
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」（
地
域
で
高
齢
者
の
支
援
を
目
的
に

総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
仕
組
み
）、「
地

域
医
療
連
携
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
県
民
に
適
切
な

医
療
、
訪
問
看
護
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

た
め
、
患
者
同
意
を
得
て
、
医
療
機
関
、
診
療
所
、

薬
局
、
訪
問
看
護
・
介
護
事
業
者
等
の
機
関
間
に

お
い
て
、
患
者
の
医
療
情
報
を
電
子
的
に
共
有
・

閲
覧
で
き
る
仕
組
み
）、「
地
域
医
療
構
想
」（
効
率

的
な
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
取
組
み
）
の
施

強
化
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
。
さ
ら
に
、
世
界
レ

ベ
ル
の
質
の
高
い
電
子
カ
ル
テ
開
発
と
そ
の
普
及

は
、
医
療
の
質
と
安
全
の
向
上
、
臨
床
研
究
の
推

進
、
経
営
改
善
を
も
た
ら
し
、
か
か
り
つ
け
医
機

能
の
向
上
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
遠
隔
医
療
等
を

可
能
に
す
る
。
半
世
紀
以
上
ぶ
り
に
、
医
療
制
度

は
大
き
く
変
化
す
る
わ
け
で
あ
る
。

⑵
P
H
R
（
個
人
健
康
記
録
）

　

デ
ジ
タ
ル
社
会
が
進
み
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
市
場
が
急
速
に
拡
大
し
た
こ

と
に
よ
り
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。
国
民

が
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
に
自
ら
の
病
名
や
処
方
箋
の
み
な
ら

ず
、
母
子
手
帳
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
歴
、
入
院
記
録

な
ど
、
生
老
病
死
に
か
か
わ
る
健
康
医
療
情
報
を

生
涯
自
己
管
理
す
れ
ば
、
セ
ル
フ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
が

容
易
に
な
る
。
さ
ら
に
モ
バ
イ
ル
生
体
情
報
等
に

よ
り
健
康
増
進
、
疾
病
予
防
、
健
康
寿
命
延
伸
に

も
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。
医
師
と
患
者
間
で
P
H
R

デ
ー
タ
を
授
受
・
共
有
し
、
患
者
が
自
身
の
医
療

情
報
を
管
理
で
き
れ
ば
、
地
域
を
超
え
て
効
率
的

な
医
療
・
介
護
情
報
連
携
が
可
能
と
な
る
。

　

医
学
の
専
門
分
化
が
進
め
ば
、
全
生
涯
に
わ
た

る
健
康
医
療
情
報
を
管
理
で
き
る
の
は
患
者
・
市

民
本
人
と
な
る
。
患
者
本
人
が
自
ら
の
情
報
・
活

用
を
自
己
管
理
す
る
た
め
に
は
、
情
報
項
目
や
閲

覧
の
範
囲
等
の
把
握
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保
・
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
等
の
問
題
な
ど
が
生
じ
る
。
こ
れ
ら
の

課
題
を
乗
り
越
え
、
近
い
将
来
、
Ｐ
Ｈ
Ｒ
拡
張
と

電
子
カ
ル
テ
普
及
の
相
乗
効
果
に
よ
り
「
患
者
・

市
民
参
加
型
医
療
」
と
い
う
大
変
革
が
起
こ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

⑶
医
療
情
報
の
二
次
利
活
用

　

質
の
高
い
電
子
カ
ル
テ
の
医
療
情
報
に
よ
り
も

た
ら
さ
れ
る
医
療
・
健
康
分
野
に
お
け
る
ビ
ッ
グ

デ
ー
タ
は
、
多
量
で
多
様
、
か
つ
、
即
時
性
と
い

う
特
徴
を
持
ち
、
進
歩
す
る
情
報
通
信
技
術
と
Ａ

Ｉ
に
よ
り
、
収
集
・
蓄
積
・
分
析
・
解
析
が
可
能

で
あ
る
。
二
次
利
用
と
し
て
、
ゲ
ノ
ム
・
オ
ミ
ッ

ク
ス
情
報
と
診
療
情
報
な
ど
の
医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
に
よ
り
、
大
学
・
研
究
機
関
に
お
け
る
研
究
開

発
や
企
業
の
新
薬
や
新
医
療
機
器
の
研
究
開
発
、

個
別
化
医
療
、
プ
レ
シ
ジ
ョ
ン
メ
デ
ィ
シ
ン
な
ど

が
可
能
に
な
り
、
そ
の
成
果
は
国
民
に
還
元
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
行
政
機
関
の
政
策
立
案
・
感
染
症

危
機
管
理
な
ど
も
可
能
で
あ
り
、
活
力
あ
る
経
済

社
会
及
び
豊
か
な
国
民
生
活
の
実
現
に
結
び
つ
く
。

15
年
以
降
、
政
府
の
成
長
戦
略
と
し
て
医
療
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
の
利
活
用
は
重
点
施
策
で
あ
り
、
電
子

化
し
た
健
康
医
療
情
報
は
国
家
の
資
源
と
な
る
。

　

我
が
国
で
は
、
2
0
0
3
年
に
個
人
情
報
保
護

法
が
成
立
し
、
個
人
情
報
の
適
正
か
つ
効
果
的
な

二
次
利
活
用
が
定
め
ら
れ
た
。
18
年
に
は
国
・
自

治
体
が
管
理
す
る
レ
セ
プ
ト
・
特
定
健
診
情
報
や

医
療
・
介
護
情
報
等
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等
の
個
人

（

注

１
）A
P
I（A

pplication P
rogram

m
ing Inter-

face

）：
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
か
ら
O
S
の
機
能
を
利
用
す
る

た
め
の
仕
様
、
ま
た
は
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
の
総
称
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策
が
行
わ
れ
て
き
た
。
ま
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
は

達
成
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
を
総
合
的
に
社
会

実
装
す
る
の
が
医
療
D
X
で
あ
る
。
少
子
化
と
人

口
減
少
が
加
速
す
る
中
、
デ
ジ
カ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
活
用
に
よ
る
包
括
的
な
地
域
保
健
／
医
療
／

介
護
／
福
祉
の
基
盤
構
築
が
期
待
さ
れ
る
。

５
．医
療
Ｄ
Ｘ
の
課
題

　
「
医
療
Ｄ
Ｘ
令
和
ビ
ジ
ョ
ン
2
0
3
0
」
は
国

策
と
し
て
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。
し
か
し
周
回
遅

れ
の
医
療
Ｄ
Ｘ
の
社
会
実
装
に
は
多
岐
に
わ
た
る

た
く
さ
ん
の
障
壁
が
存
在
す
る
。
米
国
で
は
、
04

年
医
療
Ｉ
Ｔ
政
策
の
中
心
組
織
で
あ
る
保
健
福
祉

省
医
療
Ｉ
Ｔ
全
米
調
整
官
室
（
Ｏ
Ｎ
Ｃ
）
を
設
置

し
、
09
年
に
Ｈ
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
法
「
経
済
的
お
よ
び

臨
床
的
健
全
性
の
た
め
の
医
療
情
報
技
術
に
関
す

る
法
律
」
を
制
定
し
、
17
年
に
は
、
電
子
カ
ル
テ

の
品
質
確
保
と
普
及
を
達
成
し
て
い
る
。
我
が
国

で
も
、
国
家
事
業
と
し
て
の
公
的
支
援
は
勿も
ち

論ろ
ん

の

こ
と
、
社
会
実
装
の
た
め
の
専
任
組
織
と
法
整
備

が
必
要
で
は
な
か
ろ
う
か
。

６
．デ
ジ
タ
ル
先
進
国
に
向
け
て

　

我
が
国
は
医
療
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
領
域
で

Ｄ
Ｘ
が
周
回
遅
れ
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
今
、

デ
ジ
タ
ル
先
進
国
を
実
現
す
る
ラ
ス
ト
チ
ャ
ン
ス

で
あ
る
。
日
本
が
デ
ジ
タ
ル
化
に
遅
れ
た
理
由
は

多
々
あ
る
が
、
日
本
人
は
ア
ナ
ロ
グ
的
思
考
が
強

く
、
ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
の
低
迷
や
業
務
改
革
等

を
伴
わ
な
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
投
資
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
人
材
の
不
足

・
偏
在
、
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
不
安
感
・
抵
抗
感
、

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
が
十
分
で
は
な
い
等
が
挙

げ
ら
れ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
関
連
製
造
業
の
生
産
・
輸
出

は
1
9
8
5
年
頃
ま
で
増
加
傾
向
し
、
日
本
は

「
電
子
立
国
」
と
称
さ
れ
た
が
、
こ
の
成
功
体
験

に
よ
り
、
抜
本
的
な
変
革
が
行
わ
れ
ず
、
デ
ジ
タ

ル
社
会
に
は
対
応
で
き
て
い
な
い
（
ゆ
で
ガ
エ
ル

現
象
）。
し
か
し
、
現
在
、
日
本
人
の
日
常
生
活

に
お
い
て
、
I
T
化
と
デ
ジ
タ
ル
化
は
急
激
に
進

み
、
携
帯
電
話
所
有
者
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
比
率

は
、
2
0
1
0
年
に
約
4
％
で
あ
っ
た
が
、
15
年

に
50
％
を
超
え
、
23
年
に
96
・
3
％
と
な
っ
た
。

そ
し
て
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
使
用
し
て
歩
数
、
体

重
、
血
圧
、
運
動
、
食
事
、
睡
眠
等
の
健
康
状
態

を
自
動
で
記
録
す
る
健
康
管
理
ア
プ
リ
の
利
用
率

は
、 

22
年
に
半
数
に
達
す
る
。
自
分
の
デ
ー
タ
か

ら
、
健
康
増
進
を
目
標
に
、
自
発
的
に
行
動
を
変

化
さ
せ
る
と
い
う
行
動
変
容
が
起
き
て
い
る
。

　

昨
年
9
月
、
保
険
適
応
と
な
っ
た
「
高
血
圧
治

療
補
助
ア
プ
リ
」
は
、
高
血
圧
症
患
者
に
行
動
変

容
を
促
し
、
減
塩
、
減
量
、
運
動
、
睡
眠
等
の
修

正
に
よ
り
降
圧
効
果
を
も
た
ら
す
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

医
療
機
器
（
Ｓ
ａ
Ｍ
Ｄ
：Software as a M

edi-
cal D

evice

）
で
あ
り
、
治
療
を
目
的
と
す
る
デ

ジ
タ
ル
治
療
で
あ
る
。
医
師
の
処
方
に
よ
り
、
投

薬
開
始
後
の
薬
の
減
量
や
中
止
に
も
役
立
ち
、
安

全
で
緩
や
か
な
長
期
の
効
果
や
予
防
効
果
が
期
待

さ
れ
る
。
生
活
習
慣
病
の
新
治
療
法
と
し
て
普
及

し
つ
つ
あ
る
。

　

Ｓ
ａ
Ｍ
Ｄ
・
健
康
ア
プ
リ
の
目
的
は
治
療
―
診

断
―
予
防
―
健
康
維
持
・
増
進
へ
、
使
用
者
も
医

師
・
医
療
介
護
従
事
者
―
患
者
・
国
民
―
企
業
―

自
治
体
・
国
へ
と
シ
ー
ム
レ
ス
で
あ
る
。
こ
う
し

た
デ
ジ
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
体
験
に
よ
り
、
Ｄ
Ｘ
に
対

す
る
各
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
共
通
言
語
と
共
通

認
識
の
醸
成
が
進
む
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
デ
ジ
タ

ル
先
進
国
に
向
け
て
、
国
・
自
治
体
、
企
業
の
み

な
ら
ず
、
国
民
全
体
の
意
識
改
革
と
行
動
変
容
を

起
こ
す
こ
と
が
不
可
欠
で
は
な
か
ろ
う
か
。

＊

　

急
速
に
進
歩
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
、
Ａ
Ｉ
、

5
Ｇ
等
の
デ
ジ
タ
ル
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
革
新
に
よ
り
、

オ
ン
ラ
イ
ン
医
療
や
遠
隔
医
療
に
止
ま
ら
ず
、

我
々
が
想
像
で
き
な
い
医
療
サ
ー
ビ
ス
が
創
出
さ

れ
、
医
療
制
度
を
含
む
大
き
な
医
療
変
革
が
、
起

こ
り
続
け
て
い
く
で
あ
ろ
う
。
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ 

5
・
0
（
注
２
）
に
お
け
る
人
間
中
心
の
社
会
へ
と
変
革

さ
せ
る
こ
と
が
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
あ
る
。
そ
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・

デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
い
て
、
我
が
国
が
、
一
日
も

早
く
「
日
本
版
健
康
医
療
デ
ジ
タ
ル
立
国
」
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。�

▪

（
注
２
）
サ
イ
バ
ー
空
間
（
仮
想
空
間
）
と
フ
ィ
ジ
カ
ル

空
間
（
現
実
空
間
）
を
高
度
に
融
合
さ
せ
た
シ
ス
テ

ム
に
よ
り
、
経
済
発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
両

立
す
る
、
人
間
中
心
の
社
会
（S

ociety

）。
狩
猟
社
会

（S
ociety 1.0

）、
農
耕
社
会
（S

ociety 2.0

）、
工
業
社

会
（S

ociety 3.0

）、
情
報
社
会
（S

ociety 4.0

）
に
続

く
、
新
た
な
社
会
を
指
す
も
の
で
、
第
5
期
科
学
技
術

基
本
計
画
に
お
い
て
我
が
国
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会

の
姿
と
し
て
初
め
て
提
唱
さ
れ
た 

（
出
所
：
内
閣
府
）


